
火
幡
神
社
（
王
寺
町
）

莢莢

莢莢

送
迎
太
神
宮
の
拝
殿
移
築

郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

火
幡
神
社
の
拝
殿
‖
王
寺
町
畠
田
５
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
王
寺
町
畠
田
５
の

の
１

（
祭
神
）
天
児
屋
根
命
、

息
長
帯
比
売
命
、
誉
田
別
命
、

玉
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火
幡
神
社
は
、
明
神
山

(
送
迎
山
)
の
参
道
で
あ
る
送

迎
道
の
近
く
に
鎮
ま
り
ま

す
。送

迎
道
は
王
寺
町
畠
田
と

大
阪
府
柏
原
市
を
結
ぶ
道
で

も
あ
り
ま
し
た
。

社
伝
に
よ
り
ま
す
と
、
平

安
時
代
前
期
の
８
０
６
（
大

同
元
）
年
の
創
建
で
、
祭
神

は
火
之
戸
幡
姫
命
と
さ
れ
、

す
ぐ
れ
た
織
物
や
機
織
を
意

味
す
る
火
幡
（
秀
機
）
の
言

葉
か
ら
養
蚕
や
機
織
を
担
う

集
団
に
よ
り
祭
ら
れ
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。

拝
殿
は
１
９
７
１
（
昭
和

）年
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
は
明
神
山
の
山
頂

に
あ
っ
た
送
迎
太
神
宮
の
拝

殿
を
移
築
し
た
も
の
と
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。
拝
殿
の
後
ろ

に
神
明
造
（
伊
勢
神
宮
本

殿
と
同
じ
構
造
）
で
三
間
社

（
正
面
の
柱
の
間
が
三
つ
）

檜
皮
葺
の
本
殿
が
鎮
ま
っ
て

い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
一
斉
に
伊

勢
神
宮
に
お
参
り
す
る
現
象

が
あ
り
、
「
お
か
げ
参
り
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
１
８
３

０
（
文
政

）
年
は
大
規
模

な
も
の
で
、
こ
れ
を
基
に
送

迎
太
神
宮
を
建
立
し
、
伊
勢

神
宮
の
天
照
大
神
が
祭
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
翌
１
８

３
１
（
天
保
２
）
年
に
本
殿

は
伊
勢
神
宮
の
偽
物
と
し

て
、
畠
田
村
の
領
主
で
あ
っ

た
郡
山
藩
主
に
よ
っ
て
取
り

壊
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
居
前
に
あ
る
一
対
の
石

燈
籠
は
大
阪
の
人
々
が
奉
納

し
た
も
の
で
、
送
迎
太
神
宮

が
撤
去
さ
れ
た
後
に
こ
の
場

所
に
移
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

坂
口
隆
信
）


